
JP  2007-295833  A   2007.11.15

(57)【要約】

【課題】　不適切な食生活又は運動不足に起因する生活習慣病を予防又は改善する作用を

有する食品素材の提供

【解決手段】　非加熱長いも粉末を含む、生活習慣病の予防食品又は生活習慣病の改善食

品

【選択図】　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 非 加 熱 長 い も 粉 末 を 含 む 、 生 活 習 慣 病 の 予 防 食 品 又 は 生 活 習 慣 病 の 改 善 食 品 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 非 加 熱 長 い も 粉 末 の 機 能 性 食 品 と し て の 利 用 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 生 活 習 慣 病 に は 、 さ ま ざ ま な 病 気 や 症 状 が あ り 、 ど ん な 病 気 が 発 症 す る か 、 ま た 発 症 後

に ど の よ う な 速 さ で 進 行 す る か は 、 個 人 の 体 質 や 生 活 習 慣 に よ っ て 異 な る 。 生 活 習 慣 病 の

恐 ろ し い 点 は 、 そ の 多 く が 長 い 期 間 に わ た っ て 自 覚 症 状 が ほ と ん ど な く 、 知 ら ず 知 ら ず の

う ち に 症 状 が 進 行 し て い く こ と で あ り 、 た と え ば 、 「 高 脂 血 症 」 「 高 血 圧 」 「 糖 尿 病 」 を

挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ ら の 病 気 は 、 そ の ま ま 放 置 し て お く と 、 た と え ば 「 動 脈 硬 化 」

と い う 血 管 の 不 調 を 引 き 起 こ し 、 や が て 心 臓 病 や 脳 卒 中 な ど の 生 命 に 関 わ る 重 大 な 病 気 に

つ な が る 危 険 性 が 高 ま る 。 ま た 、 こ の ３ つ の 病 気 は 単 独 で 発 症 す る こ と も あ る が 、 そ れ ぞ

れ が 原 因 と も 結 果 と も な る こ と で 合 併 症 を 誘 発 す る こ と も あ り 、 そ う な る と 治 療 は 困 難 の

度 合 い を 増 し 、 い わ ゆ る 「 生 活 の 質 （ Ｑ Ｏ Ｌ ） 」 を 極 端 に 引 き 下 げ る こ と に な る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し た が っ て 、 高 血 糖 、 高 イ ン ス リ ン 血 症 、 高 脂 血 症 等 の 生 活 習 慣 病 発 症 の リ ス ク フ ァ ク

タ ー を 改 善 す る よ う な 生 理 機 能 性 を 有 す る 食 品 成 分 の 開 発 が 広 く 待 ち 望 ま れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 非 加 熱 長 い も 粉 末 の 生 理 機 能 は 知 ら れ て い な か っ た 。

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 不 適 切 な 食 生 活 又 は 運 動 不 足 に 起 因 す る 生 活 習 慣 病 を 予 防 又 は 改 善 す る 作 用 を 有 す る 食

品 素 材 を 提 供 す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 者 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 努 力 し た 結 果 、 非 加 熱 長 い も 粉 末 が 、 生 活

習 慣 病 を 予 防 又 は 改 善 す る 作 用 を 有 す る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 さ せ た 。

　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 非 加 熱 長 い も 粉 末 を 含 む 、 生 活 習 慣 病 の 予 防 食 品 又 は 生 活 習 慣 病

の 改 善 食 品 に 関 す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 す な わ ち 、 本 発 明 の 非 加 熱 長 い も 粉 末 は 、 加 熱 し て い な い 長 い も を 凍 結 乾 燥 す る こ と に

よ っ て 得 る こ と が で き る 。 本 発 明 の 非 加 熱 長 い も 粉 末 の 組 成 は 、 た と え ば 、 １ ０ ０ ｇ 当 た

り 、 水 分 １ ． ２ ｇ 、 タ ン パ ク 質 １ ０ ． １ ｇ 、 脂 質 ０ ． ６ ｇ 、 炭 水 化 物 ８ ３ ． ４ ｇ （ 総 食 物

繊 維 ５ ． １ ｇ 、 水 溶 性 食 物 繊 維 １ ． ９ ｇ 、 不 溶 性 食 物 繊 維 ３ ． ２ ｇ ） 、 灰 分 ４ ． ７ ｇ 、 エ

ネ ル ギ ー ３ ７ ９ ｋ ｃ ａ ｌ で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 非 加 熱 長 い も 粉 末 の 製 造 原 料 で あ る 長 い も と し て は 、 従 来 公 知 の 長 い も で あ れ

ば ど の よ う な も の で も 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 機 能 性 食 品 は 、 上 記 本 発 明 に 係 る 非 加 熱 長 い も 粉 末 を 含 む も の で あ れ ば よ い 。

し た が っ て 、 当 該 非 加 熱 長 い も 粉 末 の み か ら な る 食 品 で も よ く 、 当 該 非 加 熱 長 い も 粉 末 以

外 の 成 分 を 含 む 食 品 で も よ い 。 本 発 明 の 非 加 熱 長 い も 粉 末 以 外 の 成 分 と し て は 、 脂 質 代 謝

調 節 作 用 を 阻 害 し な い も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 、

植 物 お よ び 動 物 性 タ ン パ ク 質 、 炭 水 化 物 、 食 物 線 維 、 脂 質 、 各 種 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 類 等

を 挙 げ る こ と が で き る 。 食 品 の 形 状 に つ い て も 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 固 体 状 、 液

10

20

30

40

50



(3) JP  2007-295833  A   2007.11.15

体 状 、 粉 末 状 、 ペ ー ス ト 状 等 様 々 な 形 状 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 機 能 性 食 品 素 材 は 、 上 記 非 加 熱 長 い も 粉 末 を 含 む も の で あ る た め 、 脂 質 代 謝 改

善 効 果 を 有 し て い る 食 品 で あ る 。 し た が っ て 、 当 該 食 品 は 、 不 適 切 な 食 生 活 ま た は 運 動 不

足 に 起 因 す る 生 活 習 慣 病 を 予 防 お よ び 改 善 す る 作 用 を 有 す る 。 上 記 不 適 切 な 食 生 活 ま た は

運 動 不 足 に 起 因 す る 生 活 習 慣 病 と し て は 、 肥 満 、 高 脂 血 症 、 高 血 圧 症 、 糖 尿 病 を 挙 げ る こ

と が で き 、 本 発 明 の 食 品 は 肥 満 、 高 脂 血 症 、 高 血 圧 症 ま た は 糖 尿 病 の 少 な く と も い ず れ か

を 予 防 お よ び 改 善 す る 作 用 を 有 す る 。 ま た 、 こ の 生 活 習 慣 病 予 防 改 善 効 果 は 、 具 体 的 に は

血 中 Ｈ Ｄ Ｌ コ レ ス テ ロ ー ル 濃 度 の 上 昇 、 血 中 Ｌ Ｄ Ｌ コ レ ス テ ロ ー ル 濃 度 の 減 少 、 血 中 中 性

脂 肪 濃 度 の 低 下 の 少 な く と も い ず れ か の 作 用 、 す な わ ち 脂 質 代 謝 調 節 作 用 に よ り 得 ら れ る

効 果 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に 係 る 食 品 の 具 体 例 と し て は 、 例 え ば 、 い わ ゆ る 栄 養 補 助 食 品 （ サ プ リ メ ン ト ）

と し て 本 発 明 に 係 る 食 品 素 材 を 含 む 錠 剤 、 顆 粒 剤 、 散 剤 、 ド リ ン ク 剤 等 を 挙 げ る こ と が で

き る 。 こ れ 以 外 に 、 当 該 食 品 素 材 を 含 む 調 味 料 、 菓 子 、 パ ン 、 惣 菜 、 飲 料 水 等 を 挙 げ る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に 係 る 食 品 素 材 お よ び 食 品 、 並 び に 医 薬 品 は ヒ ト を 対 象 と す る も の で あ る こ と は

い う ま で も な い が 、 ヒ ト に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 広 く 動 物 全 般 を 対 象 と す る こ と が で

き る 。 特 に 、 不 適 切 な 食 生 活 や 運 動 不 足 に 陥 っ て い る イ ヌ や ネ コ 等 の 愛 玩 動 物 は 対 象 と し

て 好 適 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 は 、 本 発 明 に 係 る ペ プ チ ド 混 合 物 を 含 み 、 肥 満 、 高 脂 血 症 、 高 血 圧 症 ま た

は 糖 尿 病 の 少 な く と も い ず れ か を 予 防 お よ び 改 善 す る 作 用 を 有 す る 医 薬 品 に も 関 す る 。 当

該 ペ プ チ ド 混 合 物 以 外 に 含 ま れ る 成 分 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 の

医 薬 品 は 経 口 的 に 投 与 で き る 剤 形 で あ る こ と が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 錠 剤 、 顆

粒 剤 、 散 剤 、 ド リ ン ク 剤 、 シ ロ ッ プ 剤 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 本 発 明 を 実 施 例 に よ り さ ら に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に よ っ て

限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 実 施 例 １ （ 非 加 熱 長 い も 粉 末 の 製 造 ）

　 長 い も を 洗 浄 し 、 皮 を む き 、 さ ら に 、 ３ ｃ ｍ 幅 に カ ッ ト し 、 擂 り お ろ し 器 を 用 い て 擂 り

お ろ し 、 － ４ ０ ℃ で 冷 凍 し 、 凍 結 乾 燥 し た 。 凍 結 乾 燥 後 、 粉 砕 器 に よ り 粉 末 に し 、 試 料 を

調 製 し た 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 実 施 例 ２ （ ラ ッ ト へ の 影 響 ）

　 使 用 動 物 ： ４ 週 齢 の Sprague-Dawley (Ｓ Ｄ )系 雄 ラ ッ ト を １ 群 当 た り ６ 匹 用 い た 。

　 順 化 及 び 投 与 ： １ ０ 日 間 の 予 備 飼 育 後 、 ２ １ 日 間 、 毎 日 長 イ モ 粉 末 を 餌 に 混 ぜ 経 口 投 与

し た 。

餌 組 成 ： ラ ッ ト 用 飼 料 配 合 表 対 照 飼 料 ９ ３ を 対 照 群 の 餌 と し た 。
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【 表 １ 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 投 与 群 で は 、 α 化 コ ー ン ス タ ー チ の 代 わ り に 非 加 熱 長 イ モ 粉 末 を そ れ ぞ れ １ ５ ％ 、 ３ ０

％ に 置 き 換 え た 。 さ ら に 、 加 熱 長 イ モ 粉 末 （ １ 分 間 熱 湯 で ボ イ ル ） に つ い て も そ れ ぞ れ １

５ ％ 、 ３ ０ ％ に 置 き 換 え た 群 を 設 け た 。 群 分 け は 体 重 お よ び 血 漿 コ レ ス テ ロ ー ル 濃 度 に 有

意 な 差 が 無 い よ う に コ ン ト ロ ー ル 食 群 、 １ ５ ％ 非 加 熱 長 イ モ 食 群 、 ３ ０ ％ 非 加 熱 長 イ モ 食

群 、 １ ５ ％ 加 熱 長 イ モ 食 群 、 ３ ０ ％ 加 熱 長 イ モ 食 群 の ６ 群 を 設 け た 。 ラ ッ ト は 、 個 別 に 飼

育 し 、 飼 育 条 件 は 、 室 温 ２ ３ ± １ ℃ 、 湿 度 ６ ０ ± ５ ％ 、 明 暗 周 期 が １ ２ 時 間 で あ っ た 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 測 定 項 目 ： 毎 週 尾 静 脈 よ り 採 血 し 、 血 漿 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 Ｈ Ｄ Ｌ － コ レ ス テ ロ ー ル 、

Ｌ Ｄ Ｌ － コ レ ス テ ロ ー ル 、 Ｖ Ｌ Ｄ Ｌ － コ レ ス テ ロ ー ル 、 中 性 脂 肪 、 遊 離 脂 肪 酸 、 お よ び リ

ン 脂 質 濃 度 を 測 定 し た 。 血 漿 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 Ｈ Ｄ Ｌ － コ レ ス テ ロ ー ル 、 Ｌ Ｄ Ｌ － コ レ

ス テ ロ ー ル お よ び Ｖ Ｌ Ｄ Ｌ － コ レ ス テ ロ ー ル は 酵 素 法 （ コ レ ス テ ロ ー ル オ キ シ ダ ー ゼ ・ Ｄ

Ａ Ｏ Ｄ 法 ） で 、 中 性 脂 肪 は 酵 素 法 （ ク リ ニ メ イ ト Ｔ Ｇ － ２ 試 薬 キ ッ ト 、 第 一 化 学 薬 品 ） で

、 遊 離 脂 肪 酸 は Ａ Ｃ Ｓ （ ア シ ル － Ｃ ｏ Ａ シ ン セ タ ー ゼ ） ・ Ａ Ｃ Ｏ Ｄ （ ア シ ル Ｃ ｏ Ａ オ キ シ

ダ ー ゼ ） 法 で 、 リ ン 脂 質 は 脂 質 抽 出 後 、 ク リ ニ メ イ ト Ｉ Ｐ 試 薬 キ ッ ト （ 第 一 化 学 薬 品 ） を

用 い た フ ィ ス ケ ・ サ ロ バ ー 法 に よ り 測 定 し た 。 さ ら に 、 投 与 最 終 日 ３ 日 間 の 糞 便 を 採 取 し

、 そ の 重 量 を 測 定 し た 。 ま た 、 解 剖 後 、 肝 臓 、 副 睾 丸 脂 肪 、 睾 丸 、 盲 腸 を 摘 出 し 、 そ の 重

量 を 測 定 し た 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 短 鎖 脂 肪 酸 分 析 ： 摘 出 し た 盲 腸 か ら 盲 腸 内 容 物 を ピ ン セ ッ ト を 用 い て コ ニ カ ル チ ュ ー ブ

に 搾 り 出 し 、 盲 腸 内 容 物 の 重 量 を 測 定 し た 。 そ の 後 、 盲 腸 内 容 物 を 攪 拌 し な が ら ｐ Ｈ を 測

定 し た 。 次 に 、 盲 腸 内 容 物 を 滅 菌 超 純 水 で ５ ｍ ｌ に メ ス ア ッ プ し 、 混 合 し た 後 、 混 合 液 １

． ５ ｍ ｌ を １ ． ５ ｍ ｌ 遠 心 チ ュ ー ブ に 移 し 、 ４ ℃ 、 １ ０ ， ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で １ ０ 分 間 遠 心 分

離 し た 。 こ の 上 澄 み の １ ｍ ｌ を 他 の 遠 心 チ ュ ー ブ に 移 し 、 冷 ７ ０ ％ 　 Ｈ Ｃ ｌ Ｏ ４ 　 ５ ０ μ

ｌ を 加 え て 混 合 し た 後 、 ４ ℃ 、 １ ０ ， ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 、 １ ０ 分 間 遠 心 分 離 し 、 タ ン パ ク 質 を

沈 殿 さ せ た 。 さ ら に 、 こ の 上 澄 み ５ ０ ０ μ ｌ を 別 の チ ュ ー ブ に 移 し 、 ４ Ｎ 　 Ｎ ａ Ｏ Ｈ 　 １

０ ０ μ ｌ を 加 え て 混 合 し 、 ４ ℃ 、 １ ０ ， ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で １ ０ 分 間 遠 心 分 離 し た 。 上 澄 み １

０ ０ μ ｌ を 別 の チ ュ ー ブ に 移 し 、 ３ Ｎ 　 Ｈ ３ Ｐ Ｏ ４ 　 １ ０ ０ μ ｌ を 加 え て 混 合 し た 。 こ の

２ μ ｌ を ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に 供 し て ， 短 鎖 脂 肪 酸 を 定 量 し た 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】

　 結 果

　 解 剖 時 の 腹 部 大 動 脈 血 の 血 漿 脂 質 濃 度 を 表 １ に 示 し た 。 尾 静 脈 血 漿 の コ レ ス テ ロ ー ル 変

動 と は 異 な り 、 総 コ レ ス テ ロ ー ル 濃 度 に 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 し か し な が ら 、 ３

０ Ｒ Ｙ 群 の 血 漿 コ レ ス テ ロ ー ル 濃 度 は 低 下 傾 向 で あ っ た 。 Ｖ Ｌ Ｄ Ｌ － コ レ ス テ ロ ー ル 濃 度

は コ ン ト ロ ー ル 食 群 に 比 べ 、 ３ ０ Ｒ Ｙ 群 で 有 意 に 低 下 し た 。 動 脈 硬 化 指 数 （ Ａ Ｉ ： Athero

genic index） は コ ン ト ロ ー ル 食 群 に 比 べ 、 有 意 に ３ ０ Ｒ Ｙ 群 で 有 意 に 低 か っ た 。 ト リ グ

リ セ リ ド 濃 度 は コ ン ト ロ ー ル 食 群 に 比 べ 、 １ ５ Ｒ Ｙ 群 、 ３ ０ Ｒ Ｙ 群 、 ３ ０ Ｂ Ｙ 群 有 意 に 低

下 し 、 Ｒ Ｙ 群 間 で は 用 量 依 存 的 に 低 下 が 認 め ら れ た 。 リ ン 脂 質 濃 度 は コ ン ト ロ ー ル 食 群 に

比 べ 、 ３ ０ Ｒ Ｙ 群 の み 有 意 に 低 下 し た 。

【 ０ ０ ２ １ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ３ ０ Ｒ Ｙ 群 の 血 漿 脂 質 濃 度 低 下 は い ず れ の 脂 質 濃 度 に も 認 め ら れ 、 生 の 長 い も が 、 い く

つ か の 機 構 に よ り 脂 質 代 謝 を 調 節 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 表 ２ に は 、 盲 腸 内 容 物 中 の 短 鎖 脂 肪 酸 お よ び コ ハ ク 酸 の 量 お よ び 濃 度 を 示 し た 。 生 の 長

い も （ Ｒ Ｙ ） を 与 え た ラ ッ ト の 盲 腸 は 肥 大 し た た め 、 盲 腸 内 容 物 中 の 短 鎖 脂 肪 酸 量 は Ｒ Ｙ

摂 取 に よ り 有 意 に い ず れ も 増 加 し た 。 そ の 増 加 は 容 量 依 存 的 で あ っ た 。 コ ハ ク 酸 量 は ば ら

つ き が あ る も の の 、 コ ン ト ロ ー ル 食 群 に 比 べ ３ ０ Ｒ Ｙ 群 で 有 意 に 増 加 し た 。 ボ イ ル 長 い も

（ Ｂ Ｙ ） の 投 与 ラ ッ ト の 短 鎖 脂 肪 酸 量 も 一 部 増 加 傾 向 は 認 め ら れ た が 、 Ｒ Ｙ 投 与 ラ ッ ト に

比 べ 有 意 に 低 か っ た 。

【 ０ ０ ２ ４ 】
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 一 方 、 短 鎖 脂 肪 酸 で あ る 酢 酸 お よ び プ ロ ピ オ ン 酸 濃 度 は 、 ３ ０ Ｒ Ｙ 群 の プ ロ ピ オ ン 酸 を

除 き 、 各 処 理 群 間 で 、 ほ と ん ど 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 酪 酸 濃 度 は 、 加 熱 処 理 の 有 無 に か

か わ ら ず 長 い も を 与 え た ラ ッ ト で 有 意 に ２ ～ ２ ． ５ 倍 の 増 加 が 認 め ら れ た 。 こ の た め 、 盲

腸 内 容 物 中 の 短 鎖 脂 肪 酸 比 率 は コ ン ト ロ ー ル 食 群 で 酢 酸 主 体 で あ っ た も の が 、 長 い も 摂 取

に よ り 酢 酸 と （ プ ロ ピ オ ン 酸 ＋ 酪 酸 ） の 比 率 が ５ ： ５ と な り 、 大 腸 内 発 酵 の 変 動 が 確 認 さ

れ た 。 こ の 変 動 は 、 酪 酸 発 酵 が 盛 ん に な っ た た め と 推 察 さ れ る 。 酪 酸 は 大 腸 上 皮 細 胞 の 増

殖 に 欠 か せ な い こ と や 大 腸 ガ ン 抑 制 作 用 が あ る こ と が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 す な わ ち 、 こ れ ら の 実 験 に よ り 、 下 記 の 効 果 が 認 め ら れ た 。

　 ３ ０ ％ 非 加 熱 長 い も 食 群 に お い て 、 血 漿 コ レ ス テ ロ ー ル 濃 度 が 有 意 に 低 下 し た 。

　 盲 腸 内 容 物 、 盲 腸 壁 重 量 及 び 短 鎖 脂 肪 酸 濃 度 は 非 加 熱 長 い も の 摂 取 に よ り 有 意 に 増 加 し

た （ 図 ２ ） 。 一 方 、 盲 腸 内 容 物 ｐ Ｈ は 非 加 熱 長 い も の 摂 取 量 に 依 存 し て 低 下 し （ 図 ３ ） 、

長 い も の 摂 取 に よ っ て 発 酵 が 促 進 さ れ た 。

　 糞 中 胆 汁 酸 排 泄 量 は コ ン ト ロ ー ル 食 群 に 比 べ 、 加 熱 長 イ モ を 摂 取 し た 両 群 で 有 意 に 増 加

し 、 非 加 熱 長 イ モ を 摂 取 し た 両 群 で は 変 化 は 認 め ら れ な か っ た 。 こ の た め 、 ３ ０ ％ 非 加 熱

長 イ モ 群 で 認 め ら れ た 血 漿 コ レ ス テ ロ ー ル 濃 度 の 低 下 は 、 胆 汁 酸 排 泄 の 増 加 が 関 与 し て い

る の で は な く 、 肝 臓 へ の コ レ ス テ ロ ー ル の 取 り 込 み も し く は 肝 臓 コ レ ス テ ロ ー ル 合 成 の 変

動 が 寄 与 し て い る と 推 察 さ れ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 発 明 の 食 品 は 、 不 適 切 な 食 生 活 又 は 運 動 不 足 に 起 因 す る 生 活 習 慣 病 を 予 防 又 は 改 善 の

た め に 有 用 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

【 図 １ 】 血 漿 コ レ ス テ ロ ー ル 濃 度 変 動
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【 図 ２ 】 盲 腸 内 容 物 お よ び 盲 腸 壁 重 量

【 図 ３ 】 盲 腸 内 容 物 pH、 糞 中 総 胆 汁 酸 量

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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